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第 1章 緒言並びに文献
畑虫の感染に於て個人的に差があり，叉家族的にも難易がある事は知られている。との原因
-はよグj論体質的な差異に帰せられるであろうが，食餌の関係ある事も否定し得ない。終戦時の前
後，特に都市に於て寄生虫の寄生率が激増した理由のーっとして栄養の低下があげられた。叉 
Yl回虫卵の豚への感染実験に於ても，自然感染の如く容易でない事は一つの疑問というべきであ
るが，とれにも栄養との関係のある事は想像に難くない。
当教室に於てはかねて腸内寄生虫特に畑虫・鈎虫等に関する研究がなされてぎたが，著者は
谷川教授の命により乙れら研究の一環として栄養の畑虫感染に及ぼす影響について検討したO
宿主の寄生虫感染に対する抵抗力或は感受性が宿主の栄養，叉は食物の良否によりて著しき
影響を受ける事}乙関しては既に多くの文献がある。 G.Lapage (1937)は宿主の一般生活力の
減退する如何なる要約によっても宿主の線虫に対する自然・年令・獲得免疫は低下すると称し
ている。 Fosterard Cort (1931，-2，-5)は犬十二指腸虫を低栄養飼育犬に感染せしめれば虫
体の発育は速であると述べている。 Chandler (1932)は白鼠を生の野菜及び生果のみにて飼育
し，白鼠の削痩せる時は Nippostronglusmurisに対する抵抗力の減退する事を報告したO 
Claphan (1933)は燐とカルシウムの欠乏食飼育鶏は対照に比較して鶏姻虫の感染に対して抵
抗力が弱いことを認めた。余語(1938)は粉末乳食餌に馴れたる白鼠に犬鞭虫感染試験を行い
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たるに対照と比較して確実なる抵抗性を示した。即ち実験動物の大腸，盲腸，小腸下部の粘膜
内仔虫数は対照のそれに比して著しく少なかった事を認めた。松島 (1936)は姻虫体壁組織に
て 1週間及び 2週間飼育せる白鼠，及び畑虫体壁抽出液にて 1週間飼育せる白鼠に於ける姻仔
、有陵、
虫感染実験を行いたる結果，肝肺移行は著しく阻止せられる事を報告レている。上野 (1938)
の実験によれば牛肉エキス混合食に馴らし 25日間飼育せる白鼠の犬鞭虫感染実験に於て著し
い抵抗性を獲得するとした。平石(1927)は Vitami:nA欠乏食飼育豚に於ては感染を容易な
らしめるものであり，且つ普通は感染し得ざる人姻虫も感染したと述べている。佐々木(1928)
によれば VitaminA，AD，B欠乏及tp:'VitaminC過剰に於ては感染率は増加し，その反対
の場合には低減するという。即ち AD欠乏食飼育白鼠の感染率は高上して 3倍に達し， Vita-
nlin A過剰動物に於ては感染率は対照のまであった。 VitaminC欠乏動物にては感染率は低
減しているoAckert，J. E. and L. A. Spindler (1929)によれば VitaminD欠乏，普通食
十 VitaminD，普通食にて飼育し鶏畑虫を感染せしめ其の虫体数と体長を観察したが， Vita-
min D欠之では抵抗力を減退せしめた事はなく，名越 (1931)は VitaniinA欠乏食飼育犬
に犬十二指腸虫を経口，経皮的に感染せしめたるに経口感染の場合は肝，肺中の仔虫検出数が
若干多く，経皮感染の場合は対照に比較して検出数が多い事を認めた。 Ackert，J. E. and 
Mc. Ilevaine and Crowford，N. Z. (1931)は普通食に多量の，VitaminBを添加せるも感
染率に著明な変化はなかったと述べているO 佐藤 (1937)は VitaminA欠乏白鼠に鶏畑虫を
感染せしめ抵抗力を観察したo24時間後には感染仔虫 850隻，対照 325隻， &1]ち約 2.5倍の多
数の感染を見た。以後 7日迄の実験を行った結果腸内仔虫の腸内停滞期間は対照では 5日であ
るが実験例では 2日の延長を見，感染仔虫数も多い事を報告しているO
著者は牛肉エキス混合食餌，乳製カゼイン混合食餌， Vitamin A過多混合食餌， Vitamin 
B心omplex過多混合食餌;VitarIlin C過多混合食餌にて 35日間マウスを飼育し，叉一群の
マウスについては栄養失調状態に置き， ζの各々に豚姻虫成熟卵を経口的に感染せしめ，姻仔
虫の肝臓内及び肺臓内移行状態を観察し，若干の知見を得たのでこ、に報告する。
第2章実験方法 せる新鮮野菜 3.0gを与えた。か〈して基礎食餌に
実験動物は栄養状態の良好なる体重 10g前後の 慣れたる後，各種の栄養素を基礎食餌中の小麦粉に
マウスである。且つ個体差を可及的に減少せしめる 混和投与した。基礎食餌中の小麦粉成分及ひ令投与新
目的にてなるべく均一系のマウスを使用した。 鮮野菜である「こまつな Jの成分は次の如くである。
最初の 1週間は食餌に慣れしめるため，基礎食餌 栄養失調症群に於ては 1適間基礎食簡を投与せる
として体重 10gにつき 1日量，小麦粉3.0g，水1.5 後，次の 10日聞に於て漸次投与ノ'1'麦粉を精製米穀 
gを混じ小さい団子として投与した。体重増加と共 粉に切替えて投与し，実験開始後 15自に於ては突
に基礎食餌を漸次増加し，体重 20gのものには小麦 験食として米粉，新鮮野菜，水のみを与えた。
粉6.0g，7k3.0 gを投与した。同時に熱湯にて殺卵 次に各種の栄養素の過剰投与を開始してより 25
小麦粉成分
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こまつな成分
日以上を経過せる後，豚姻虫成熟卵の感染試験を行
った。
感染実験に使用せる豚姻虫卵は，自然感染せる間
ー豚の屠殺せる腸より得たる豚蜘雌虫の発育良好な
るものを集め，その子宮中の陸に近い部分約 1.5cm
の部分より採取せる受精卵にして，これを浅田氏の
「カワラケj培養法によって培養した仔虫形成卵であ
る。即ち受精卵を薄く塗りたる「カワラケJをシャー
レ中に入れ， rカワラケJの'iが浸る如く 3%ホルマ
Pン水を入れ， 280Cの府卵器rtにて 35日間培養せ
るものである。培養期潤中は虫卵の発育及び感染力
の減退を防止するためシャーレヰlのホルマリ:Y7.Kを
隔日に入れかえた。
感染方法としては適当量の感染可能なる成熟卵を
取り，これを蒸潟水中にスれ捜持して均等なる懸濁
液を作る。懸濁液は成熟卵約 2500個.を含有するよ
うにした。即ち γベルタリ γ反応用注射器に 0.3cc
の懸濁液を吸取り，これをスライドグラス上に滴下
しカバーグラスにて蔽い，顕微鏡下にて虫卵数を算
定する。この方法を 5間繰返しその算術平均値をと
り虫卵概数を定める。この虫卵数より逆算して約 
2500個を含むように懸濁液を作った。先端にビニー
ルゾ yデを接続ぜる γベルグリン反応用注射器にこ
の一定量の懸濁液を吸入しエーテノLにより軽麻酔
をほどこしたマウスの胃内にピニールゾンデをi架く
抑入し，静かに注入する。この際麻酔の深度が浅い
場合にはl恒吐を起す事がある。 20g前後のマウスに
塩分
於てエヶテノL麻酔を約 20秒実施せる時が最もよい
と思われる。かくして胃内注入が完全に行われたる
後，感染仔虫の肝臓通過の最も多し、時期，即ち卵摂
取後 72時間より肺臓通過の大体終了する時期であ
る192時間迄の問， 24時間毎にエーテル麻酔により
致死せしめ，この 6日間の肝臓及び肺臓内の感染移
行仔虫を検索した。マウスの肝臓及び肺臓は可及的
微細に刻み，細目金網上Vこて蒸溜水を加えつふ摺り
潰し穏液に同量の 5%アソチフォルミ y液を加え 24 
時間， 370Cの卿卵器中に放置したる後， 1分間 1500
廻転， 5分間遠心沈殿を行い沈澄を検鏡する。但し
遠心、沈澱の際の廻転数が大で、あると仔虫が切断され
る事がある。
第 3章予備実験
森下によれば豚畑虫成熟卵のマウスの感染実験に
於て卵摂取後 2時間で早くも肝臓に現われ，その数
は漸次増加しJ -2日目が最も多<6--9日後には殆ゐ
どみられなくなり，肺臓に仔虫の見られるのは早い
のは 2....4時間後であるが通常3日後に現われ始め， 
5~9 日の問に多く 14--15 日迄見られるとしづ。
著者は予備実験として豚姻虫のマウスに於ける感
染実験を試み，先ず肝臓及び肺臓通過の最も多い時
期を観察した。実験:成績は第Z表の如くである。
肝臓内仔虫数の最も多い時は卵摂取後3日J 4日， 
5目， 6日の 4自問であり，肺臓内仔虫数は卵摂取後 
4日， 5日， 6日， 7目の 4日間が最も多し、。
各実験により感染仔虫数にかなりの斐動が見られ
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るが，これは成熟卵の感染能力及び非周有宿主であ・
るマウスη国体差によるものと思われる。
第 4章本実験
本実験に於ては各種の栄養素過多混合食餌飼育に 
よるマウス及び栄養失調マウスについて予備実験と 
同様に成熟畑虫卵の感染実験を行い，卵摂取後 3日，
4日， 5日， 6日， 7日， 8日の 6・日間について肝臓
内及び肺臓内感染移行仔虫を検索した。
第 1節牛肉ユキス過多混合食餌の影響
第 1項牛肉エキス過多混合食餌投与方法
体重 10g前後のマウスを漸次牛肉エキスに慣れ
しめるため，最初の 1週間は基礎食で飼育した。次
に牛肉エキスを投与するのであるが，最初より大量
を与えると下痢を継続し，鼻汁を流し体重減少著し
く，鑓死する事が経験されたので可及的小量より始
めることとし牛肉エキス 0.015g，小麦粉 3.0g，水 
L5gの割合に調合し投与した。隔日体重視fj定により
2.0gを増す毎に串肉エキス 0.015gを附加し，体重
20.0 gのものに対しては牛肉エキス 0.1gを調合し
た。 
牛肉エキス投与群は対照群に比較して食欲は常に
旺盛であった。
マウスの{本章測定は隔臼に行った。牛肉エキス投
与開始後 25日以上飼育せるものを感柴実験に用い
た。
対照及び牛肉エキス混合食餌飼育マウスの体重増
加率を表示すれば第 2表の如く後者に於て梢々大な
るを見る。
第 2表 ・牛肉エキス過多食餌飼育マウスの体重増加率 (g)
動物番号 
(No.) 
3 
6 . I足一点 110.0 !10.~ I11.51 10.5 1 10.5 1 11.0 1 1.0 I12.5 I12.5 1 1 
5 I実験群|江5.1.12.0 1 13.0 i13.0 山 I14.0 I16.0 I17.0 I17.5 I17.5 
11.5 I12.0lm l14.0 I14.0 I14.51m 
15.6 I15.1 1 i6.2" 17.2 I17.5 ， 17.8 I18.2 
13.9' 13.2' 14.6 I15.0 I16.2 I16.2 I16.7 
牛肉エキス混合食餌飼育マウスは実験開始後 10
日位にして被毛は疎繁となり，叉脱毛するが体重 15 
gを越える噴より光沢をおび密となる。運動状態始
め一般状態は対照例と殆んど同様であった。
第 2項実験成績
予備試験に於て，体重増加のあるマウスは休重の
減少をきたせるそれに比較して，仔虫の肝臓内及び 
肺臓内移行の稿、々少い事を知ったので感染実験に際
しては体重の増加率の相類似せる動物を選択するよ 
うに努めた。
投与虫卵は約 2500個である。
実験成績は第3表の如くである。即ち対照群に於
ける肝臓内移行仔虫は第3日最高で 837隻の多数を
検出したが，第6日より急激に減少した。実験群に
於ては第 4E!最高にして 159隻を算え，第6日以後
は前同様激減した。而して総数は対照群2021隻，実
験群 353隻であった。
肺臓内に出現する仔虫総数は対照群 405隻，実験
群 34隻であった。
ζれらの差は統計学的に何れも有意のもめと認め
た。
なお仔虫体長につし、ては肝臓内及び肺臓内共著し
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本実験には 18%カゼイシ混合食餌を使用した。
体重 10g前後のマウスを選び， 1週間基礎食を投与
せる後，これに 18%の割合に乳製カゼインを混合
第一割器伽一13265
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-EQUQudmU4mol ω
mmi d i - - 3
総仔虫数一 
一回日間羽 
に一封劃出叫 
ー が  
判例
837隻を算え32 
ω
仏 
ゼイユ/混合食餌飼育に於て梢々大でおったが，一般
隻を検出し376 j
一 肝 一 平 均 旬 、 一
して連続投4与した。カゼイシ投与群は対照群に比較
して食餌の摂取量は少なかった。
対照及びカゼイシ混合食餌飼育マウスの体重増加
率を表示すれば第4表の如し，即ち体重増加率はカ
状態，活動状況等は対照群に比較して著しき愛化を
噌 
みなかった。l
次に虫回虫卵 2500個投与後3目， 4日， 5日， 6日，一 一  一 ー  
- H h h h5nM5bnM についての実E飢え績は第5表の通りである。
た。実験群の肝臓内移行仔虫は第4日最高にして 
一一
91563
， 
5
い相具を認めなかった。 った。
第2節カゼイン過多混合企簡の影響 2021 689総数は対照群 隻，実験群 隻であった。 
Osborne and Mendel 915)，市原の言える如 次に肺臓内仔虫の出現数はその移行経過に於て対(1
818% 4 139〈カゼイ 単独混合投与の場合は カゼ、イン食 照群では動揺し第 日最高で 隻，第 日に至つy
40 106 7 18が最も休重増加率が大である。加藤，原によれば ても 隻を検出した。実験群に於・ては第 1=1 
60%~ 84%90%%， の高濃度カゼイシ混合食餌飼 隻の最高検出率を示した。→投に検出仔虫数は対照， 
育マウスは体重増加緩徐にして，幼マウスの体重維 群に比較し，著しく少数であった。而して総計に於
3 49 405 56持に必要なる量は るであるとしてし、る。 て対照群 隻，実験群 隻であった。.， 
第 表 カゼイゾ過多食餌飼育マウスの体重増加率 (g)4
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即ち対照群の肝臓内移行仔虫は第3日最高にして巴
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なお検出総仔虫数は対照群では 2426隻，実験群で た。
は 745，隻で，統計的に明らかに有意の差が認められ 肝臓内仔虫体長及び肺臓内仔虫体長に於て対照群
と実験群との聞に著しい差位を認めなかった。
第 3節 Vitamin A過多混合食餌の影響
体重 10g前後のマウスを使用し，基礎食に水溶性 
Vit.amin A 300 I.U.を 1日量として'混合投与し
た。以後隔日に体重測定を行い，体重 2.0g増加する
毎に Vitamin A 50 1.U.をe増加lLた。
実 I4 実験関始 1週間にして Vitamin A過多投与マウ
9dqrM 
スは食欲梢々減退し，下痢を継続し，体重増加率の
小なるものあるも， 10目前後を過ぎる噴より運動活
畿となり。一般状態も対照群に比して著しし、相異を
見なかった。
対照群及び Vita~in A過多混合食餌飼育マウス
対 1 4 の体重増加率を示せば第6表の如くである。
照 1 3 体重増加率は第 1実験，第 2実験共に Vitamin 
2 A過多混合食餌飼育に於ては対照に比し鞘々減少せ
群 1. 6 るを認めた。
5 実験群のマウスの食欲が対照群に比較して梢々劣 
第6表 V.A過多食餌飼育マウスの平均体重増加率 (g)
第 7表その 2V.A過多食餌飼育マウ久に
於ける蜘仔虫感染移行(第 2実験〉
動物 f生 
番号 
  
(No.) 日Ij
i官官器Ji
0.3168 760.3960 415.0 72 722 合 
実 0.3205 160.4025 217.5 96 145 合 
0.4554 80.4025 316.5 120 54 合験 1~ 0.9153 1214.0 144 2 0.8920 10合 
群 6 合 15.0 1G8 2 1.0494 23 1.0880 25 
3 14.5 192 。 4 1.1891 4合 
0.3092 820.4015 32 
対 0.3279 1030.4210 18合 18.01 961 855 
0.4629 300.7912 174 合 17.01120I13 ，昭、 
0.8126 1250.8714 841 合 13.01144141 
群 
1.2213 222216.5 192 
6 合 15.5 168 5 1.0241 12 1.1045 17 
-3 。合 
飼 育 日 数。 4 8 f12l'-16 J20 I24 I28 I32 I36 
実験群 12.5 12.9 13.2 13.9 13.0 13.2 13.7 14.2 
第 1実験
対照群 12.0 12.5 12.8 12.3 13.1 13.2 I 14.1 13.9 15.2 15.2 
実験群 12.0 12.5 12.6 12.8 15;2 15.2 15.7 15.4 
第2実験
対照群 12:0 12.5 12.8 12.6 14.0 i14.5 15.7 15.3 16.5 16.0 
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一
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a
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験
群
第 2号 虫回虫感染と栄養との関係についての実験的研究 ---191ー
るのは水溶性 VitaminAが特異な臭気を有する為
と思われる。
感染実験に於ける投与虫卵は約 2000個である。
卵摂取後 3日より 8日迄の 6日間の蜘仔虫感染時
肝肺移行仔虫についての実験成績は第 7表の如くで
あった0 ・
即ち第 1実験に於て実験群の肝臓内仔虫数は第 3
日31隻を算し，対照群第 3日の検出数 42隻に比較
し大差がなかったが，以後検出仔虫数に差が認めら
れ，総計，実験群に於て 40隻，対照群 129隻であっ
た。肺臓内仔虫は実験群では第3日から検出されて
から漸増し，第 7日最高 18隻を認めた。対照群に於
ては第4日から証明され第 6日最高 195隻を認め，
第 8自には検出されなかった。総計に於て奨験群で
は37隻，対照群では 274隻で、肺臓内に於ては肝臓内
仔虫よりも著明なる差異を認めた。
第2実験に於ける成績は大体第 1実験のそれと同
様で肝臓内仔虫数は対照群よりも常に少く総計，実
験群 95隻に対し， 対照群 223隻であった。叉肺臓
内に於ても同様で，検出仔虫は総計，実験群では 46
隻，対照、群では 156隻で、あった。
検出総仔虫数は第 1実験では対照群 403隻，実験
群 77隻，第2実験に於ては 379隻対 141隻であって
何れも統計学的に有意の差であったo
なお肝臓内仔虫体長及び肺臓内仔虫体長に於て，
・対照群と実験群との聞に顕著なる差位を認めなかっ
た。
第 4節 VitaInin B-Complex過多
混合食餌の影響
休重 10g前後のマウスに於て基礎食に Vitamin 
810.025mg，Vitamin B2 0.5mg，Vitamin 860.01 
mg，Vitamin B12 0.05 yを 1日量として混和し;技4与
した。隔日体重測定を行い，体重 20gのマウスに於 
r-
・ては倍量の V.B-Complexを混合投与した。 
V. B-Complex投与群は対照群に比較して食欲
は常に旺盛であったが運動，及び一般状態は対照群
に比し:顕著な相異を認めなかった。
体重増加率は第8表の如くに V.B-Complex投
第 8表 V. B・Complex過多食餌飼育マウスの平均体重増加率 (g)
にmm)j I(mm)1都 
実験番号
第 1実験
第2実験
第 9表その 1 V. B・Comple玄過多食餌飼育マウス
に於ける蜘仔虫感染移行(第 1実験〉
動物|性体!感経肝臓内仔虫;肺臓内仔虫i総
数回霊!数|君主I番号|別片12El
( JI(g) P~J r-tJINo.)I'
第 9表その 2 V. B・Comple玄過多食餌飼育マウス
に於ける蜘仔虫感染移行く第 2実験〉
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n u  L円
与群は対照群に比較して梢々良好であった。 体重増加率を表示すれば第 10表の通りであるd
蜘虫卵各々約 20001聞の投与実験に於て肝・肺移 即ち.体重増加率は V.C過多混合食餌飼育群に於て
行仔虫数についての検出成績は第9表の通りであっ 梢々勝れていた。
た。 虫回虫卵約 2000個の投与実験に於ける仔虫の肝・肺φ 
即ち第 1実験に於て肝臓内移行仔虫は対照群では 移行数についての検出成績は第 11表の如くである。 
3日目 42隻にして以後減少し第 6日最高 63隻を検 即ち肝臓内移行仔虫は対照群では第 6日最高 63
出した。実験群では第 3日33隻を検出し，以後検出 隻を数え，後低下した。実験群では一般に梢々多く
数不定であったが，総計対照群 129隻に対L，実験 第 4日厳高 204隻を数え以後減少した。総数に於て『
群 59隻で、あった。肺臓内移行仔虫は対照群に於て は対照群 129隻に対して，実験群263隻であった。 
4日目的隻， 6日目 195隻の多数を認めた。実験群
は第 3日8隻を認め以後被少し，第 6日最高 31隻
を検出し，総計では対照群 274隻に対L，実験群 53
隻であった。	
ムーワ白つ 
第 2実験に於ける成績は大体第 1実験のそれと同
4EI様であった。肝臓内移行仔虫は対照群では第 最
群
高 85隻を数え，実験群に於ては第 3日最高 62隻を 実 qhqopOEd
検出し，対照群に比し大差は認めなかったが，総計
験
に於て対照群 223隻に対し，実験群は 94隻であっ
た。肺臓内移行仔虫数は対照群では第3日より次第
に増加し第6日最高 84隻を数え，以後被少した。実
d
対照群験群に於ては第 3日より漸次増加し第 6日最高 22
隻を検出し以後減少した。総計に於で対照群 156隻
に対し笑l検群では 60隻を検出した。
間して肝及び肺に於て検出された仔虫総数を見る
に第 1実験では対照群 403隻，実験群 112隻，第2
実験では対照群 379隻，実験群 154隻であって夫々
統計学的に有意の差を認めた。
なお，この場合仔虫体長は大体同大であったが，
第 l実験に於ける肺臓内仔虫の第7日のものは実験
群の方が対照群のそれより稿、会小なるを認めた。
第 5節 Vitamin， C過多混合食餌の影響
体重 10g前後のマウスを選び，基礎食に水溶性 
V.'C 1mgを 1日量として混合投与した。隔日体重 
測定を行い，体重 2gを増加する毎に V.C 0.2mg 
を増加し混合投与した。一般状態，及び運動状況等
については V.C過多混合投与群は対照群と殆んど
異ならなかった。食欲は対照群に比して常に旺盛で
あった。
第 10表	 V.C過多食餌飼育マウスの
平均体重増加率 (g)
飼 育日 数
5 
Ji1i臓内仔虫は対照群に於て第 6日最高 195隻を数
え，実験群に於ては第4日最高 215隻を検出した。マ
総計に於て対照群では 274隻，実験群では 431隻で
あった。而して肝・肺に検出された総仔虫数は対照
群 403隻に対し実験群 694隻でこの差は何れも有意、
のものであった。
なお，仔虫体長は肝臓内及び肺臓内両者共に第 7
日のものは実験群は対照群より柏、々小なるを認め
た。
第 6筒i栄養失調状態のマウスについての実験
実験方法の・草に於て・述べたる如く動物を先ず基礎
食をもって飼育し，後その中の小麦粉を漸次精製米
粉に切替え栄養失調状態に置かんさした。即ち体重 
10g・前後のマウスの 1群を選び，最初の 1週間
は基礎食を投与し，以後漸次上記の如く切替え
て投与した。実験開始後 15日前後を経過せる
--18 112116r 20 I 28 I 36 後の投与食餌は精製米粉 3.0g，水1.5g;小松菜一I0 r-4 24I 32I
3.0gであった。
実験群 111.8:12.2112.明13.1113.3113れ321451 1 運動状態，食欲等は対照群と何等相異を認め
対照群パ2.0:12.5112.8112.3113.1;13.21 14.1! 13.9i 15.2; ず，実験開始後 20目前後より次第に投与食餌
第 2号 虫回虫感染と栄養との関係についての実験的研究 :::_193-
第 12表 栄養失調状態マウスの体重増加率 (g)
動物番号 、飼 育
-;8-r~;-'21-0-'-U-r7'-8-'l-; 司五-
数
-T 1612
日
18.5I113.5 14.0 1 13.0 1 1. 
(No.) 1 
ヴ57
一
50
唖一円 
噌 
唱 
・4
一 噌 ' ・一一 
35
一
3224
I15.5 1.13.5I11.5 112.0 I対照 
ヮ ，  
せ一ワ 
bA
官一ヨ 
ムワ 
ム一
一 
よ一
一
り一 
一
i l i - - 1 1 7 4 r - T I T I -
i111-9OF---It- Il--1n u n U S5Il--1Ti1 n u t - unodoo
A
一
55
一 
一
50
一
26 
44
一 
11
一
一11
丘
一
一 
&4 
a
tATU A U5O
一
1IOO D5 A U ApbOitA d1po-FD
白 川 一  
一 
I I I~ 実験群!川九配川 竹川刊14.0 15.5 16.0
I I i I I i I I I I対照 1. 1. 1. 1.15 12.0 14.5 18.0 18.0 20.0 20;5 25 2 0 2 5 
33
1 - 1 in V A U aZ7LL LPO
一
β
-4t
55
一
β5 
一 一11
一11
n u n U3
32
10
一 
一
55
一60
11
55
OO-82 Z
A U n u1ln u n u  
一
一
1
一11
55
一o ui
訂 川
12
01
13
01
一
00
05
一
00
一
n U A U
n u - -
1
ι b r
H円
ゐ
一 
一 
55
58 
11
一411
E4
n u n U
F h d n U
一民
υ n u - F D
75
一
・山
一 
144s!"112.♀ 0.9108[叫11'
143265
実験群対照
一
1432
ijilliI21jililiE 

♀ 116.511441 60 10.95041 891 1.00981 
P O UE噌ム
の量的制限をなし投与霊を減少せしめてし、った。同 第 13表栄養失調マウスに於ける脳仔虫感染移行 
動物|性|体何唖色村向型竺|磐 
時に体重測定を隔日に行い，一般状態，運動状況，
食餌摂取状況を観察したo休霊測定の結果，体重、政 i
少 2.0g以上に達するマウスぽ経験的にその大部分 l岡市 
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きたせる所謂栄養失調状態において 15日以上生存
していたマウスを感染実験に使用した。
栄養失調状態のマウスは対照群に比して運動不活
溌にして被毛は疎緊となり，削痩すれど食欲は常に 
E盛で、あった。感染実験に際して Aether麻酔を
施すにも，対照に比較して短時間で足りた。 若手 1 6 1♀113.011681 910.57421 31 11.15341 
本実験に於ける動物の体重増加率は第 12表の如 |合 115.0J 192 1 31 0.81121106 i1.36621 
くであった。
各マウスに対し蜘虫卵約 2500個の投与実験に於 た。
ける感染仔虫の肝・肺移行数についての検出成績は 次に肺臓内仔虫は対照群では第 4日最高にして
第 13表の通りであった。 139隻を検出し以後減少し，実験群では第 4日最高
即ち対照群に於ける肝臓内移行仔虫は第3日最高 にして 64隻を見出し以後検出数に増減を認めた。 
837隻を認め，以後第8日まで次第に減少した。実 而してその総数は対照群 405隻に対して実験群 235・
験群に於ては第4日最高 333隻を検出し，後次第に 隻であった。
減少し第 7日以後仔虫を検出し得なかった。仔虫総 なお，検出総仔虫数を見るに対応、群 2426隻，実験
轟
計は対照群では 2021隻，実験群では 944隻であっ 群 1179隻であってこの差は統計的に有意である。
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及び運動不活溌にして食欲減少せるものには直ちに
基礎食に安更し‘数日閥の経過により体重の上昇，
元気の回復するを待って，再び減食を行った。而し
て体重増加率が極めて緩徐なるか，或は体重減少を
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仔虫体長は両群大差がないが 8日目の肺臓内仔虫 
に於て実験群の方は対照群のそれより梢々小なるを
認めた。
第5章総括並びに者察
‘マウスを実験動物とし豚姻虫卵を用い先ず標準食
に於ける畑仔虫感染時肝・肺移行仔虫について観察
し次いで牛肉エキス過多混合食餌，カゼイシ過多
混合食餌， Vitamin A過多混合食餌， Vitamin B・ 
Complex過多混合食餌， Vitamin C過多混合食餌
の各々にて飼育せるマウズ及び低栄養食餌(含水炭
素を主とす〉飼育マウスの姻仔虫感染時の肝・肺移
行仔虫について検索し，これらの栄養素の姻虫感染
に及ぼす影響について観察した。その主なる成績を
総括すると次の如くであるo
(1)牛肉エキス過多混合食餌飼育マウスに於て，
肝臓内移行仔虫数は 353隻にして対照群 2021隻の
17%であった。また，肺臓内移行仔虫数は 34隻に 
して対照群 405隻の 8%であり，総仔虫数に於ては
実験群は対照群の 16%であった。
(2)カゼイ y過多混合食餌飼育マウスに於ては，
肝臓内移行仔虫は 689隻にして対照群 2021隻の 34
%であった。また，肺臓内持虫数は 56隻にして対
照群 405隻の 14%であり，総仔虫数に於て実験群
は対照群の 30%であった。 、
(3) Vitamin A過多混合食餌飼育マウスに於て，
肝臓内移行仔虫は第 1実験では 40隻にして対照群
129隻の 31%であり，第2実験に於ては 95隻にし
て対照群 223隻の 43%で、あった。また，肺臓内移行
仔虫は第 1実験に於て実験群は 37隻にして対照群 
274隻の 14%であり，第 2実験に於ては実験群は 
46隻にして対照群 156隻の 29%であった。総仔虫
数は第 1実験に於て実験群は対照群の 19%であり，
第 2実験では実験群は対照群の 37%であった。 
(4) Vitamin B・Complex過多混合食餌飼育マ
ウスに於て，肝臓内移行仔虫数は第1実験では59隻 
にして対照群 129隻の 45%であり，第2実験では
95隻にして対照群 223隻の 43%であった。また，
肺臓内移行仔虫は第 1実験に於ては 53隻にして対
照群274隻の 19%であり，第2実験に於ては 60隻
にして対照群 156隻の 38%であった。総仔虫数に
於て第 1実験では 112隻にして対照群 403隻の 27
%であり，第2実験では実験群 154-隻にして対照群 
379隻の 38%であった。 
(5) Vitamin C 過多混合食餌飼育マウスに於て，
肝臓内移行仔虫数は 263隻にして対照群 129隻わ約
2倍であり，肺臓内移行仔虫数は 431隻にして対照
群 274隻の約1.5倍であった。総仔虫数に於ては実
験群は 694隻にして対照群 403隻の約1.7倍であっ
た。 
(6)栄養失調状態のマウスに於ける移行仔虫数は
肝臓に於ては 944隻にして対照群2021隻の 47%で
あり，肺臓内に於ては 235隻であり対照群405隻の 
58%であった。総仔虫数は実験群は対照、群の 48%
であった。
以上の実験群と対照群の仔虫数の差は夫々何れも
有意のもので、あった。而して以上の成績を考察する
に VitaminA過剰哩取は畑虫感染に対し，その寄
生率を低下せしめる事は既に知られているが著者の
実験成績と一致する。即ち VitaminA過多混合食
餌により飼育したマウスの肝臓内及び肺臓内出現仔
虫数は対照と比較して著しく減少してしる。 
Vitamin B-Comp~ex 過剰摂取は Vitamin A過
剰摂取と同様に肝・肺内移行仔虫数は著しく僅少で
ある。 
牛肉エキス投与により宿生の栄養状態を良好にす
る時も亦同様に肝・肺内移行仔虫は対照に比し顕著
なる減少を認めた。
叉カゼイン投与により宿主の栄養状態を良好にせ
る時は対照と比較し肝・肺内移行仔虫はかなりの滅 
少を認めるが，牛肉エキス投与時程著明ではなかっ
た。 
Vitamin C過剰接取は畑虫感染を増加せしめる
と去われているが，著者の実験成績に於ても肝肺内
移行仔虫は対照群と比較じである程度の増加を認め
た。即ち以上の成積では大体先人の業績を肯定する
事が出来た。
次に栄養失調状態に於ては幅虫感染率は増加する
と云われるが，著者の実験成績では対照群と比較し
て却って肝・肺内移行仔虫数の減少を認めた。
この実験例数が少いので速断する事は出来ない
が，若しこの成績が常に正しいとすれば栄養失調状 
態に於ても蜘虫感染が起りにくい事があり得るとい
う事になる。逆説すれば姻虫が感染して体内で発育
するためには最小限ある程度の栄養状態が必要であ
るとも考えられ，それ以下の状態では仔虫の定着が
不良で，却って抵抗性を増したと同じ結果になると
推定されるがこの問題は更に検討を要する。
著者の実験に於て食餌に充分の蛋白質や V.A， 
V. B-Complexを含有する事が蜘虫感染に対して
抵抗を高める事を示唆しているが，終戦前後に於て
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我国の虫回虫保有率が上昇し，来常に農村にその高率 の感を深くする。即ち鯛虫保有者の高率は感染者側
である原因をどれ程に住民の栄養の不完全に帰して の原因もさる事ながら感染機会の繁多と感染量の問
よし、か難しい問題と思う。況んや栄養失調状態の動 題が還に重大で，叉駆虫剤の欠乏や，不潔等が関係
物が去1って梢々難感染の成績のあるに於てなお更こ が訟をし、ように思考される。
結 論
著者はマウスを実験動物とし，豚畑虫卵を使用して感染実験を試み，感染と栄養との関係を
検討して次の結果を得た。
即ち牛肉エキス過多混合食餌，カゼイン過多混合食餌， Vitamin A過多混合食餌， Vitamin 
B-Complex過多混合食餌をもって飼育した場合に於ては明らかに感染率を低減せしめ得たo
-然るに VitaminC過多食餌飼育の場合には却って感染率をと高めた。叉栄養失調状態は予期に
反して感染に対して対照よりも抵抗を示した。
く本研究の要旨は昭和 31年 4月第 25回寄生虫学会総会に於て報告じた〉
稿を終るに臨み，終始御懇切なる御指導と御校閲の労を賜わりました恩師谷川教疫に深甚なる
謝意を表すると共に，種々御助言を賜わった実川講師並びに衛生学教室員各位に深く感謝致しま
す。
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